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Ａ．研究目的 

人工知能(AI: Artificial Intelligence) 

に画像解析を学習させ，頸椎単純 X 線画像

での OPLLの診断能について検討すること 

 

Ｂ．研究方法 

頚椎 OPLL患者:304名，535 枚(連続型及び

混合型)、非変性患者: 368名，1773枚 

上記症例の頚椎単純 X線画像を AIに学習さ

せ，画像診断を行わせた 

 AIは NNC: Neural Network Console (Sony, 

Tokyo, Japan)内の ResNet-12を使用し，画

像データを５分割の交差検証で学習，評価

を行い，５回の評価の平均値から正診率，

感度，特異度を求めた． 

 

Ｃ．研究結果 

• 正診率： 98.9％ 

• 感度： 97.8％ 

• 特異度： 99％ 

Ｄ．考察 

当院における非骨傷性頚髄損傷における 

 

 

 

 

 

 

 

 

OPLLの割合は 30％程度と報告している 

そのほとんどが、受傷後にはじめて OPLL の

存在を指摘されている。CTを施行すれば見

つけられることが多いが。単純 X 線のみで

は見逃しも多く、AIにより診断ができれば

有用であると考えた。過去の報告では、頚

椎 OPLL の画像診断では,頚椎単純 X 線側面

像単独より CT を併用した方が診断の信頼

性は高かった.また、CTで頚椎 OPLL の診断

された症例の頚椎単純 X 線側面像での正診

率は 85.7%-91.7%との報告もあった．本研

究における頚椎単純 X線画像での AIによる

正診率は 98.9%であり，医師による診断と

比較しても劣らないと考えられる 

 

Ｅ．結論 

AIは頸椎 OPLLの画像診断の補助ツールと

して有用な可能性がある.現時点では他疾

患の鑑別を行うには不十分である. 

実際の診断に至る過程の再現には複雑な

アルゴリズムが予想される. 

 

研究要旨 頚椎後縦靱帯骨化症(OPLL)は脊髄症の原因となる疾患であるが，骨化巣の大

きさ，位置によっては症状を呈さない．無症候性の頚椎 OPLL でも，転倒や交通外傷な

どで頸部に外力が加わった際に，重篤な急性脊髄損傷を来すことが知られている．無症

状であっても頚椎 OPLLが存在することを告知されることで，転倒や事故に気をつける

ように行動の変化が起こる. OPLL を発見することは急性脊髄損傷の予防につながり，社

会福祉・医療経済において，有意義であると推察される. 
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Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

 特になし 

2.学会発表 

ハイブリッド手術室脊椎手術研究会 

2023年 10月 14 日 

日本腰痛学会 シンポジウム  

2023年 10月 21 日 

 （発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

特になし 

2.実用新案登録 

特になし 

3.その他 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


